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子宮癌患者 骨盤内 リンパ節並びに組織についての細菌学的研究

医員助手 渡 辺 英 夫

日本医科大学産婦人科学教室(主 任 真柄正直教授)

(昭和43年4月25日 受付)

1.緒 言

婦人科領域 の開腹 手術 に伴な う細菌感染 が予後 を不良

にす るこ とは周 知の よ うであ り,こ れ の予防 に 関 し て

は,す でに多 くの学者の研究業績が ある。 ところで婦入

科領域 の感 染症 の うちで極めて重要 な ものに,子 宮 頸癌

手術後の骨盤 死腔 炎及び子宮労結合織炎 があ る。

しか し,従 来の研究の殆ん どが子宮癌患者 の膣 内の好

気性 菌を対 象 とした ものであ り,嫌 気 性 菌 に関 す る研

究は少な く,わ ず か にGRANDCLAUDE&LIEGEOIS

(1928)1),GRANDECLAUDE&WICKHAM(1929)2),

VINZET&MANOD(1930)3)ら の報告 があ り,さ らに,

真柄4Pt"29),山田;S),蛯 名25)らは婦入性器 内か ら多数の嫌

気性菌を分離 し,こ れ の臨床的 意義 についての系 統的な

研究を行なつてい る。

真柄に よると,子 宮癌 では膣 内に嫌 気性 菌が高率に検

出され るのみでな く,病 期 の進行 の程 度に伴なつて,病

巣か ら更に深部に達 し,骨 盤 リンパ節や,骨 盤結合織に

まで進入す るものであつて,こ れ らは術後の感染症 の原

菌因 として重要 な意義 を有す るものであ ると さ れ て い

る。 また山 田,蛯 名は術前処置 として化学療法剤 を膣内

に応用 した場合 の臨床的効果,リ ンパ節内の嫌気性菌に

つ いて も検査を行 なつ ている◎

ところで化学療 法の発展につれて,各 種抗生物質 に対

す る菌の耐性化,或 い は細菌 叢の 変 動3。一一3A)など種 々の

抗生物質 の副現象 が出現 し,従 来,弱 菌力菌 であつ た大

腸菌群な どによる感染症 の増 加な ど感染病像 にも著 しい

変化がみ られ るよ うに なつた。

しか し,現 在 までに子 宮癌患者の リンパ節 内細菌や子

宮勇結合織内細菌 の抗 生物質に関す る研究はみあ た らな

いo

従がつて著老 は,真 柄 教授 指導の下に,子 宮頸癌手術

に よ り摘 出 した リンパ節 及び子宮労結合織内 の好気性,

嫌気性細菌 の細菌 学的研究を行ない.ま た,こ れ ら抗生

物質に対す る感受性 を検 し,い ささか の知見 を得た ので

報告す る。

∬.実 験 法

(1)実 験材料 及び 実験方法

昭和40年7月1日 か ら昭 和41年9月30日 ま

で に 日本 医科 大学 附属病院産婦人科に入院 し,真 柄式広

汎子宮 全摘除術を行なつた子宮癌患者71例 か ら得 られ

た141側(右71側,左70側)の リンパ節998コ 及

び133カ 所(右67カ 所,左66カ 所)の 子宮労結合織

について,好 気性 な らびに嫌気性細菌培養 を行 ない,こ

れ らよ り得 られた細菌叢の分布,病 原性 及び抗生物質に

対す る感受性な どについて検した。

(2)材 料採取法及び培養法

真柄式広汎子宮全摘除術35)を行ない摘 出された リンパ

節 及び子宮労 結合織を無菌的操 作によつ て切割或いは切

除 し,粟 粒大以下 に細切 し,こ れをpH7.8のVfブ イ

ヨン23)を分注 したHal1の 試 験 管 に投入 し,37℃ で2

～4日 間培養 し,好 気及び嫌気両様の細菌 の検出を行 な

つた。培養陽 性の ものか らグ ラム染色 を行 ない,そ の結

果に よつて好気性菌はそれぞれ の菌種 に適応 した選択,

鑑 別培地に移植培養 し36～39),嫌気性菌 は,嫌 気 性 培 養

の項で述べ る方法に よつて移植培養 した。

A好 気性菌

a大 腸菌

表1に 示 した順序に従がつて,菌種 の確認を行なつた。

(i)鑑 別培地

BTB培 地 及びEMB培 地 に塗布,37℃ に24時 間培

養を行ない,集 落の性状,培 地 の変 色などに よ り大腸菌

と思われ る集落を鈎菌 し,確 認培地に移植接種 した。

(ii)確 認培地

鑑別培地上 の集落か ら鈎菌 した菌をKLIGLER培 地 にrf

穿刺培養 し,糖 の分解形成及び ガス産生の有 無,H2S達 コ

生の有無 などを検 し,ビ オテス ト鋤を用いて種 々の生化

学的性状検査を行 なつた。

(iii)ビ オテス ト

表1

鑑 別 培 地

BTB培 地
EMB培 地

確 認 培 地

【Kligler馳

生化学的検査

1ピ オ テ ス"

　

血清学的分類 感受性検査
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Indol反 応

Voges-prosKauer反 応及びMethy1反 応

クエ ン酸ナ トリウム反応

尿素分解態

含水炭素分解 能

リジ ン脱炭酸試験

以上 の諸検査を行 な うと同時に,O.3%半 流動寒天培

地 を用 いて運動性を も検 し,ま た染色標本に よ つ て 形

二態,染 色性な どについ て も検 した。

b.ProteUS

SS寒 天平板上 に塗抹,無 色の小円形,露 滴 状 の 集落

の 有無に よ り検 した。

C.StaPhNIOCOCCUS

StaphylococcusmediumNo.110及 びBTB培 地に培

養 し,分 離 した菌株 につ いて血漿 凝固能,ゼ ラチ ン液化

能,溶 血 能,色 素産生能,糖 分解 能な どを検 した。

d.Streptococcus

血 液寒天を用いて溶血能 の有無 を検した。

〈3)大 腸菌の同定法

ここに大腸菌 とした1群 の 細 菌 は,1956年KAUFF-

MANN41)の 発表に よるEscherichia及 びKlebsiellaec,

Citγobacteγ,TPtibesSalmonellaな どの よ うにGenus

Arizonaと して独立 したArizonaを も含 めた ものであ

る 。

i)生 化学的性状か らす る分類 法

前記の生化学的諸検査 の結 果 か ら,KAUFFMANNの

分類 法鋤 に準 じて,表2の ように分類 した。なお性状が

Escherichiagroup,Klebsiellagroupの 中 間 に属す る

ものを中間型 とし,ま た,こ れ らの3groupの いず れ

も類別 し得なかつた ものは,不 定型 とした。

ii)血 清学的性状か らす る分類法

坂崎鋤 の方法に よ り北里研究所か ら分与 され た標準血

清 を使用 して次の よ うに行 なつた。

a)生 理 食塩 水1ccに,寒 天斜面上に18時 間培養

した被検菌 を1白 金耳の割合 に 混 じて,菌 浮遊液 を作

り,こ れ を100℃,30分 ～1時 間 加 熱 してO一 抗源 とし

た 。

b)各 血清 を8～13種 ず つ組 合せ る坂崎の方法に準

℃て,A～Nの14種 類に組合わせ,こ れ の50倍 稀 釈

表21mvic反 応

Ind・11MR・i翫P・

α

型

型

砺

10

・20

4

〃

掘

間

定

訥

陀

泓

κ

中

不

十

V

十

十

V

十

V

Citrate

十

十

V

の混合血清 をつ く り,そ の0、05ccを 小試験管に分 注す

る。ついで これ に 前記の加熱抗源 を0.5cc加 え,50℃

の湯槽 で20時 間 加温 し(ま たは37。C2時 間加温 した

後 室温 に18時 間放 置),た め し凝集反 応を行 なつた。

c)凝 集 した混合血 清を構成す る単一の0血 清 の50

倍稀 釈液を用いて,凝 集反 応を行 ない,凝 集 した混合血
き

清 の うちいず れの ものに凝 集す るかを検 した。

d)陽 性を示 した0血 清 を400～800～1,600～3・200'

倍 に稀 釈し定量的0凝 集反 応を行 ない,被 検 菌が1,600

倍 以上 の凝集価を示す場合 に限つて,0血 清に対応する

O一抗原 と決定 して分類 した。

(4)抗 生 物質に対す る感受性試験

3濃 度 感受性デ ィス ク(栄研)及 び(Difco)を 使 用 し

て,デ ィス ク法44・45)によ り以下 の10種 薬剤 について感

受性を検 した◎

Sulfisoxaso1(SX)

PenicillinG(PC-G)

Dehydrostreptomycin(SM)

Chloramphenico1(CP)

Erythromycin(EM)

Kanamycin(KM)

Colistin(CL)

Tetracyclin(TC)

Cephaloridine(CER)

Gentamicin(GNT)

B嫌 気性菌

a培 養法,WEINBERGの 方法 を真柄教授 が 改 良2Sf

した方法 によつ た◎す なわ ち液体培地 に よる 培 養 法 は

HaHの 試験 管 とpH7.8と したVfブ イ ヨンを使用 し,

また固形培地 による培 養法 に は,径 約7mmの 細試験

管 とこれに約7cmの 高 さにまで分注 したpH7.8～8.0

の1%高 層寒天を用い た。培 地は間歓滅菌 を施 してた く

わえてお く。使用 に先 立つて100℃15～20分 間煮沸 し,

液体培 地では直 ちに冷 やし,固 形培地 では50℃ に保つ

て菌 を接種 し,そ の後急 冷して固化 させ る。 これを3ア℃

4～6日 間培養 し発育 した集 落を分離採取 して新 しい培地

に移す。 この操作を純培養 にな るまで繰返す。 純培養に

なつ た菌株 は高層寒天 中に継 代 して保存す る。 菌種の同

定に必要 な生 物学的性状につ いては検索せず,培 養 上の

性質,集 落の形態を参考にす るに とどめ,主 として グラ

ム染 色に よる菌の形態 につ いて,グ ラム陽性,陰 性に分

けSt「eptOCOCCUS,S彦aPhylocoeeUS,BacillUSに 区分 し

て記 載 した。

(5)抗 生物質に対 する嫌 気性 菌の感受性

培地 はVf寒 天 を用 い,ROSENTHAL4η の嫌気性平板

培 養法を応用 し,デ ィス ク法　こよ り検 した。 まず1.5%
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Vf寒 天培 地を径95mmの シ ャー レに22ccず つ 分注

して固 めてお く。次に=被検菌 をVfブ イヨ ン中に37。C

72時 間培養 した ものの均等 な菌 浮遊 液0.1ccを10cc

の1%Vf寒 天に 加え充 分に混和 し,こ れ の3ccを 前

記のVf寒 天上 に均 等に重層 して固 化 させ た 後,被 検

薬剤の3濃 度デ ィスクを適 当な間隔 で配 置し,こ れを金

属 クロームと15%硫 酸水 をそれ ぞれ一一定の比率に入れ

た嫌気槽内に収めて,37℃72時 間培養 して取 出し生 じ

た阻止帯 によつ て4種 に区分 した。

感受性 ディスクは 好気性 の場合 と同様 に,10種 の薬剤

について検 した。

III.実 験 成 績

1.真 柄式広汎子宮 全摘 除術を施行 した子宮癌患者71

例か ら摘 出した リンパ節及び子宮労結合織か ら好気性菌

及び嫌気性菌培養 を行 なつた。その期別及び種類別 によ

る分類は,子 宮頸癌 第1期35例,第 ∬期12例,第 皿

期16例,第N期1例(リ ンパ節 の み 摘 出),体 部癌5

例,膣 癌1例,卵 巣癌2例,計71例 で,左 右側を2例

とす ると141例(1例 は1側 のみ)で あ る。 これ よ りi摘

出した リンパ節 は,右 側か ら515コ,左 側か ら483コ

で計998コ であ り,こ れ に67例 か ら得た子宮考結合織

133カ 所か ら同様に培 養を行ない,好 気性及び嫌気性細

菌の培養を行 なつた。 各症例の好気性及び嫌気性細菌 の

検出状態は,表3に リンパ節か らの検出を示 し,表4に

は,子 宮労結合織 か らの検出状態を示 した。 ここでは好

気性菌,嫌 気性 菌 ともにBacillenをBac.と 略 し以下

同様にEscherichia:E,Klebsiella:K,Alcaligenes:

A,Cloca:C,グ ラム染 色:G,Streptococcus:Str。,

StaPhylOCOCCUS=Sta・,1)iPlOCOCCUS:DiPPIO.と 略 し

た。

リンパ節か ら検出 した好気性菌及び嫌気性菌 の癌 の期

別 及び種 類別検 出率は,表5及 び表6の 如 くである。 そ

れに よる と,好 気性菌 では,右 側71例 中40例56,3

%,左 側70例 中36例51.4%で あつた。左右側 にほ

とんど差は な く,1期 ではやや低率で 皿期,皿 期 と期 の

進む に従がつ て高率に検出 された。

いつぼ うリンパ節 か ら嫌 気性菌の検出は,表6の 如 く

で,癌 の進行期 の進 むに従がつて検出率が高 く,右 側 リ

ンパ節か らは71例 中15例(21.1%),左 側 リ ンパ 節

か らは70例 中14例(20.0%)に,左 右ほぼ同程度に

検 出した。

子宮齊結合織か らの菌 の検出率は,表7,表8の 如 く

で,133カ 所か ら好気性菌 は,65カ 所に陽性で48・9%

嫌気性菌は ユ5カ 所11・3%で あつた。

2.リ ンパ節の部位別 ・大 きさ別 による菌の検出

骨盤 内 リンパ節の名称につ いては,昭 和36年 日本産

婦 人科学 会子宮 癌委 員会に於いて示 され た命名法を基に

した真柄 の分類35)に従がった。

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(8)

(9)

腹大動脈節

総 腸 骨節

仙 骨 節

内腸 骨節

外腸 骨 節

閉 鎖 節

外鼠径上節

内鼠径上節

基靱 帯 節

Nodilymph.aortaeabdominales

冠

N

N

N

N

N

N

N

㎞

1ymph.iliacicommunes.

1ymph,sacrales

lymph.iliaciinterni

lymph.iliaciexterni

Iym.ph、obturatorii

lymph.supraing.lat.

1ymph.supraing.med.

1ymph.1igamenticardina一

リンパ節の大 きさ別であ るが,こ れ は殻類 の大 きさに

よ り表記す る分類に従がつた。それ らに よる検 出の程度

は,好 気性菌は表9に,嫌 気性菌 は表10に 示す如 くで

あ る。 これは摘出 された リンパ節 の部位別,大 きさ別に

対す る菌陽性の割合を示 した ものであ り,そ の検出率は,

部位別では,好 気性菌は表11に,嫌 気性菌は表12で

わか るよ うに,好 気性菌は,閉 鎖節,外 腸骨節,外 鼠 径

上節,内 鼠径上節,仙 骨節,内 腸骨節,総 腸骨節,腹 大

動脈 節及び基靱帯節 の順に検 出率が低 くなつてお り,嫌

気性菌 では,閉 鎖節,外 鼠径上節,外 腸骨節,内 鼠径上

節,内 腸 骨節,仙 骨節,総 腸骨節,腹 大動脈節及び基靱

帯節の順に検出率が低 くなつている。

大 きさ別に よる検出率は表13,表14の 如 く好気性菌

では,米 粒大以上の もの と以下 のものとでは,差 が認 め

られ るが,概 して同程度に検 出され た。いつぼ う嫌気性

菌 では,大 きさが増すに従がつて検 出率が高 くなつてい

る。

3.リ ンパ節の性状が乳状 となつたいわゆ る壊死状の

リンパ節 とその よ うな変化を来していない リンパ節 との

菌の検出率を比較 してみた ところ,好 気性菌は表15に

示す如 く,壊 死状の ものか ら高率に菌が陽性であ り,嫌

気性菌は表16の 如 く,壊 死状組織か らのほ うが高い陽

性 率を示 してい る。

4.リ ンパ節及び子宮聾結合織からの検 出菌

リンパ節及び子宮労 結合織か ら菌 の検 出状態は,表3,

表4に 明 らかな如 く1つ の症例か ら1菌 種 のみの場合,

2菌 種 の場合,さ らに嫌気性菌を も伴な う場合があ り,

む しろ1菌 種 よ りも2菌 種混合の状態 で検 出され ること

が 多い。

まず好 気性菌 について,リ ンパ節 及び子宮労結合織か

ら険出 され た菌 種は,表17,表18に 示 した如 く,グ ラ

ム陰性桿菌 及び球菌 が同程度に検 出 され た。その種類別

では,リ ンパ節 か らEscheriehia37株(27.8%),Kleb-

sieila6株(4,5%),Cloaca4株(3.1%),Alcaligenes
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i表3

リ ン パ 節

癌進氏 名 右
行期

リ ン パ 節

癌進氏 名 右
行期

左 左

好気性 擁 気性 好気性 鮪 性 好気性 嫌気性 好気性1嫌 気性
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=

=
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=
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勉
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リ
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左
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癌

行
名氏

Str.

 

彪

E

如

Cg

S
Str.

 

雄

琵

S部

-

体70

71
G(一)

Bac.

E

Sta.

Sta。

sまk.

A

G(一)

Bac.

E
Sta.

Bac

Sta.

A
Sta.

 

膣

皿

皿

67

68

69

表4

子宮 労結 合織

左右

嫌気性好気性嫌気性好気性

 

進
期

癌
行

子 宮勇 結 合 織

名氏左右

嫌気性好気性嫌気性好気性

 

進
期

癌
行

名氏

Sta.

一

Sta.

Str.

Bac

Sta。

C

Sta.

K

Sta.

G(一)

Bac.

E

一

E

雄S

Sta.
Diplo.

E

A

如3

Str.

Bac
Sta.

Sta.

C

s彦a.

Sta.

 

K

Sta.

Diplo。

Str.

G(一)

Bac.

E
Str.

一

E

雄5

E

一

E

A

鼠S

マ上

↑上

1

五

∬

I

I

I

I

皿

∬

∬
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氏 名

子 宮 募結 合 織

癌 進:一 一 右 左

行期l

i好気燭 鮪 性{好 気倒 駄 性

氏 名

驚

皿

L

r

陳

、

皿

∬

、
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l
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拶
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5
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Sta.
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;2

進
期

癌
行

子 宮 第結 合 織
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好気性糠 倒 好難 嫌難

工1

l

li
皿1

;

}
t

　

㈱

E

Sta.

E
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ε彪.

G(一)

Kokken

弘まS

E

彪3

●彦S

iG(一 一)

IK・kken

1_

1_

(一)

表5期 別 お よび種別に よる好気性菌の検 出率 表6期 別 お よび種別 による嫌気性菌 の検 出率

右 側 左 側 計 匡 側 左 側 計

齢 性…%齢 性i%齢 性i%

子宮 頸癌第1期

〃 亙期

〃 皿期

〃N期

体 部 癌

膣 癌

卵 巣 癌

1513542.916/35

8/1266.78/12

11/1668.813/16

,0/10/1i

4/580.ei2/4

i・/・ ・/・

11/11/1

45.7

66.7

81.2

50.0

31/70

16/24

24/32

0/2

6/9

2/2

2/2

齢 性
44、3

66。7

75.0

66.7

子宮頸癌第1期

〃 ∬期

〃 皿期

〃N期

体 部 癌

膣 癌

卵 巣 癌

5/35

3/12

5/16

0/1

2/5

1/1

1/1

%齢 性

14。2

25.0

31.2

40.0

5/35

3/12

5/16

0/1

1/4

1/1

1/1

計

%

14.2

25.0

31.2

25.0

菌陽性%
【

10/70

6/24

10/32

012

3/9

2/2

2/2

!4・/7・156・3136/7・i5・ ・4}76/・4・iS3・・ 計
i・5/7・i2…1・4/7・12…129/・42

14.2

25.0

31.2

33.3

20.5

表7子 宮労結合織か ら菌 の検 出 表8子 宮労結 合織 か ら菌 の検 出

ミ ロ

!部 位 数1

133i

表9

菌 陽 性 %
1部 位 類 菌 陽 性

嫌 気 性 菌 【 ・33・5

%

好 気 性 劇 65i48・9 lU3

リンパ節 の部位別,大 きさ別に よる好気性菌 の検出

＼＼ 一＼
＼ ＼一

＼、 大きさ

部位別 、＼

腹 大 動 豚 節

総 腸 骨 節

仙 骨 節

内 腸 骨 節

外 腸 骨 節

閉 鎖 節

外 鼠 径 上 節

内 鼠 径 上 節

基 靱 帯 節

右

米粒大 小豆大 大豆大

・/71・/21

・/M21g

いんげ
ん豆大

そ ら豆

大

0/195/32】1/10

0/4

1/2ii2/30i6/33

1/179/31}8/31
　

2/123/2216/22

・/・3i5/2・!3/241

2/174/17i2/151

0/9}0/610/り

0/4

4/13

0/3

6/18

4/14

0/4

0/1

1/6

1/3

2/6

超そ ら
豆 大

1/2

3/8

0/2

0/1

左

米粒大

0/2

2/21

1/6

0/17

1/21

2/11

2/9

7/26

0/10

小豆大

0/7

2/28

0/2

1/26

7/28

7/16

5/23

1114

113

大豆大

3/13

0/4

7/38

2/13

5/23

6/22

5/16

0/3

いんげ
ん豆 大

0/1

0/1

0/15

0/2

9/20

3/19

0/2

そ ら豆
大

1/2

2/5

114

1/4

1/1

超 そら
豆大

2/4

011
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表10リ ンパ節 の部 位別,大 きさ別に よる嫌気性菌 の検 出

＼ご＼_ ～

＼ 大きさ
へ

部 位 別 ＼ 一 ・一一一一

右

米粒大 小豆大 大豆大
いんげ

ん豆大
そ ら豆
大

超 そ ら
豆大

左

AU

3

噛⊥

9
召

4

FO

1

4

3

3

2

2

1

2

ノ
ノ

/
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/

/

/
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-

/

0

0

1

1

3

3

0

0

2
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1

2
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7
・

2

3

6
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3
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2
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/
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/
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/

-
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ー
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ハ
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孟
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◎
り
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0

ワ
・

7

1

7

2

1

1

1

1

9

ノ

/

/

/

/

/

ー

ノ
/

/

(U

(U

A
U
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¶よ

ー
ム

噸五

(U

(
V

節

節

節

節

節

節

節

節

節

豚

骨

骨

骨

上

上

帯

動

骨

鎖

径

径

大

腸

腸

腸

鼠

鼠

靱

腹

総

仙

内

外

閉

外

内

基

0/40/1

1/130/6
2/3
2/181/3
3/14iO/6
214

米粒大刷 大豆大 闘 美ら豆

1}0/2iO/7
10/21{0/28

i・/61・/2i

io/2細1麓
ミ コ

0/810/112/16i

}0/22/90/23

10/10/260/14　
iO/iol1/30/31

1認li
2/380/15,
0/130/2
2/23iO/20}
4/220/191
1/16,1/2i

li

超そ ら
豆大

0/2

0/5

1/4i2/4

0/410/1

1/1圏

{

表11リ ンパ節 の部位別 好気性 菌の検出率 表12リ ンパ節の部位別嫌気性菌 の検 出率

右 剣 左 側

菌醐%齢 性1%

計

菌醐%

騰llll謝lllii:}i

難lliliiiiii;iilli!iill
表13大 きさ別に よる好気性菌 の検 出率

左 紅債

右 副 左 副 計

菌離%厩 脇 齢 性%

翫 動♂翻 鮎1認ll;li翻

熱li擁iliil:!膨iilili
　 　

1縣 li聯i1iililii{iiri{

表14大 きさ別に よる嫌気性菌 の検出率

大 き さ

右 瑠狽

鑛 バ齢 性1% 蕪バ齢 性移
米 粒 大1227571231512。2

小 豆 大1673219・11472416・3

大 豆 大1412618.41322821。2

い ん げ ん豆 大561425.0601220。0

そ ら 豆 大16425・016637・5

超 そ ら 豆 大13421.05240.0

表15壊 死 状 リンパ 節 とそ の よ うな変 化 を来 して

い な い リンパ 節 との 菌 検 出率 の比 較

好 気 性 菌

右

バン
数

リ
節

22

67

41

56

16

13

1

1

1

さき大

大

大

大

大

大

大

・

粒
豆
豆
璽

米

小

大

い

そ

超

16表

死壊数節バンリ

症倶

齢 性陽
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63.6
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1017.9
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00

左 唖狽

鹸 バ1菌曜%
1232【1,6

14764.1

13296.8

6011.7

1616.3

5240.0

リン櫛 数騰 状の鷺2な1難 性の1%

998
551

943

19

155

状 の1異 常 の な,

もの1い もの

嫁気性菌

難 性の{%

34.5

16.3
998

55

943

ハ◎

り04

10.9

4。6
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表17リ ンパ節 か ら検 出 した好気性菌 表18子 宮第結合織から検出した好気性菌一
E30加richia

KZθ うsiella

α 。σ6σ1

ル碗 粥i
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S歪⑳ ゐメoω`o駕si

Coagulase(一)l

S〃eptococ`欝

nonhaemolytic
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∴
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・
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計
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1

1

ー

ウ
U

4

1

4
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2
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9
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1
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3

81

ウ
一

ウ
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計

0

3
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0
り
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0
り

d-

7
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FD

」4

%

22.7

3。4

2.3

3.4

11。4.

8.0

38.6

5.7

4.5

(44株)}(畏)1

表19血 清学的分類(リ ンパ節) 表21リ ンパ節か ら検 出 した好気性菌 の感受性

Escheγiごhia
i37㈱

能

A

B

C

E

F

G

M

不

～

～

～

～

～

～

～

0

0

0

0

0

0

0

別型

4

2

2

2

2

2

6
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0～M
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2

2

2
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∠4zゐ読9召 駕3
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025.0
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70.00
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66.7
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66.7
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36.4

68。0

50.0

TC

51.4

66.7

75.0

66.7

61.5

72.7

72,5

66.3

PC

86,5

66。7

75.0

83,3

92.3

72.7

74.0

83.3

EM

63.6

68.0

66.7

CL

83.8

66.7

100

66.7

92.3

KM

94。6

83.3

100

100

100

81.8

82.0

100

CER

89。1

83.3
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66.7

92.3

90.9

80.0

66.7

GNT

81,5:

83、3

100・

66.7

92.3

90.9・

76.O・

83.3二

(3濃 度disc使 用)

表22子 宮労結合織か ら検出 した好気性菌 の感受性

表20血 清学的 分類(子 宮労結

合織)
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66.7

80.0

57,1

90、5

60,0

75.0

CP

80.0

100

100

100

90.0

71.4

76。4

80.0

75,0

EM

71,4

82.4

60.0

75.0

CL

85.0

66.7

100

66.7

80.0

KM

90.0

100

100

100

90.0

71.4

91.2

80.0

75.0

CER

85。0

66.7

100

100

90.0

85.7

88.2

80.0

75.0

GNT

85.0・

66。7

100・

66.7

go.0

71.4

85.3

60.0

50.O

(3濃 度disc使 用)
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表23リ ンパ節か ら検 出 した嫌

気性菌

表25リ ンパ節か ら検出 した嫌気性菌の感受性

菌 種 關 蜘%

i1619Streptococcus51,0

5励 互・ω　 3i・12・ α・

Gram(一)Kokkenl2
121&2
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l
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　 　 の
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li
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StaPhyloceご 傭3
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Gram、(十)・Bac.

Gra】m(一)Bac.

SX
PC-

G

・175・・

0;80.Oi

σ75.Oi

_i-一.

SMTC CP EMCL KMICER
}

GNT

表24子 宮労結合織 か ら検出 し

た嫌気性菌

菌 種1右 側
}

S〃eptoご06`駕s

StaPhylococcus

Gram(一)Kokken

Gram(一)Bac.

0
9

ー
ム

¶⊥

ウ
臼

76.092.0

40.0100

i66・717s・ 『

・i536il::1ド1:li

ii翻ii雛i
lll}

翻 躍:lll:;ll9918168
(3濃 度disc使 用)

左側 %

46.74

13.31

13.31

26.72

計 1718
1

表26子 宮労結合織 か ら検出 した嫌気性菌 の感受性

SまPteptececcus

StaPhylocoecus

Gram(一)

Kokken

Gra】m(一)Bac。

SX}PCJ}GISMTCiCPIEMCLIKMICERiGNT
071。4i57.1

き

Ol100i5αO

ol100150、0

0 501SO、O

…1…

10ei100

100100

75・0}100

8S.71

10α

100

100

50.0
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114・3

0

50、0

25.0

1…

i
100

100

75.0

lSS.7
100

100

100

(3濃 度disc使 用)

6株(4.5%),グ ラム陰性桿菌13株(9.8%)で あつた。

また球菌では,コ アグラーゼ陽 性ブ ドウ球菌11株(8.3

%),コ ァ グラーゼ陰性 ブ ドウ球菌50殊(37.7%),非

溶血性 レンサ球菌6株(4.5%)で あつ た。子 宮労 結合織

か らもEscherichia20株(22.7%),Klebsiella3株(3,4

%),Cloaea2株(2.3%),Alcaligenes3株(3・4%),

グラム陰性桿菌10株(11。4%),コ ア グラーゼ陽性 ブ ド

ウ球菌7株(7.9%),コ アグラーゼ陰性 ブ ドウ球 菌34

株(38.6%),双 球菌4株(4.6%),で リンパ節 と子宮労

結合織 とか らほ とん ど同程度に検出 された。

5.EscherichiaのO-SeroType

リンパ節 及び子宮考結合織か ら検 出したEscherichia

37株 及び20株 について,そ れぞれ血清学的 分類 を試み

た ところ,表19,表20に み られ る如 くで あつた。 この

うち病 原性 を有してい るO・-M株 は,リ ンパ節か ら6株

子宮労結合織か ら4株 で,乳 児下痢症の原因菌 といわれ

て いる0-55が それぞれ2株 つ つ,O-86が リンパ 節 か

ら2株 検出 され たが,と くに病原性が強い と言われてい

るO-124は それぞれ2株 つ つ検 出され た◎

6.検 出 され た好気性 菌の抗生物質に対す る感受性

リンパ節か ら検 出され た菌 に対 す る感受性は表τ21に,

子 宮勇 結合織か ら検 出した菌 に対 しては表22に 示 した。

表21,表22`に み られ るよ うに両者 の問にほ とん ど差

は な く,耐 性菌が比較的 少 く,KM,CL,CP,CER・GNT

に高い感受性を示 した。同様に球菌に対 して もKM・CP・

CER,GNT等 に高い感受性を有 してい る。

7.リ ンパ節及び子宮聾結合織か ら得 た嫌気性細菌

検 出の状態 は表3,表4に 示 した如 くであ るが,そ の

菌種 については,表23,表24に 示 した。す な わ ち リ

ンパ節 か ら検 出 した 嫌 気 性 菌 は,Streptococcus25株

(51.0%),StaPhPtlococcus5株(10.2%),グ ラム陰性球

菌4株(8.2%e),グ ラム陽性桿菌6株(12.4%),グ ラム

陰性桿菌9株(18.2%)で あつた。子宮考 結合織か らは,

Streptococcus7株(46.7%),Staphyloceccus2株(13.3

%),グ ラム陰牲球菌2株(i3.3%),グ ラム陰性桿菌4

株(26,7%o)で あつ た◎

これ らリンパ節及 び子宮勇結合織か ら得た嫌 気性菌の

抗生物質に対す る感受性 を検 した ところ,表25,表26

の よ うでKM,CL,SXを 除 いたほ とん どの 抗生 剤 に感

受性 を有す るがTCに 比較的耐性があ り,続 いてPCG,

SMに やや 耐性が ある。 この結果は,第13回 の化学療

法学会総会会長講演に於いて真柄教授が述べた病巣分離

嫌気性菌の感受性 と一致 してい る。

IV.総 括な らびに考按

1・ リンパ節か らの菌の検出

子宮癌で入院 し,真 柄術式で広汎子宮全摘除 術を施行

した71例 の患者か ら得た141側 の リンパ節及び133カ

所の子宮考結合織か ら好気性,嫌 気性細菌培養 を行ない,

好 気性菌は,子 宮頸癌第1期44,3%,第 五期66。7%,

第皿期75%,体 部癌66%,膣 及び卵巣癌は1例 ずつそ

れ ぞれ陽性 であつた。左右側をそれぞれ1例 として,141

例の リンパ節 の細菌培養を施行 したのであるが,そ の う
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ち76例53.9%に 好気性菌を検出 した。蛯 名は66例

の子宮癌患者 の リンパ節 か ら41例,62.1%に 検 出し,

著者 の成績 よ りいんぶ ん高い検出率であ る。癌 の進行期

別 には,期 の進む に従が つて検出率が高 くなつてお り,

体部癌 か らも第 皿期 と同程度 に検 出 されてい る。

いつぼ う嫌気性菌の検 出率 であるが,子 宮頸癌 第 工期

14.2%,第 皿期25.0%,第 皿期31.2%と 癌 の進行期の

進む に従がつて高 くなつてい る。全体 として,141例 中

29例 に陽性 で,20.06%の 検出 率 で あ る。FORMME48)

は手術時 に摘 出した リンパ節30例 の組織切片 の染 色鏡

検に よ りそ の うち4例 に細菌感染を認 め,山 田は19例

中4例(21%)に 証 明してい る。 また蜷名は60例 中5

例(8.2%)に 嫌気性菌 を証 明してい る。

2.子 宮聾結合織

好気性菌 の検出

133例 か ら65例(48.9%)に 検 出してお り,こ れを

期別 に分け て み る と,子 宮頸癌第1期66例 中19例

(28.8%),第 】1期22{列 中15例(68.1%),第 皿其葛32

例中18例(56・0%),体 部癌9例 中7例(77.8%)で あ

つた。第 ∬期 以上 に陽性率が高 くなつてい るが体部癌 で

は と くに高い検 出率であつた。 卵巣癌,膣 癌ではいずれ

も1例 つづ行 なつ たが両方 ともに陽性 であつた。

嫌 気性菌の検出

133例 中15例(11・3%)で あつ て,期 別 では,第1

期66例 中3例(3・1%e),第 皿期22例 中6例(27。2%),

第 皿期18例 中4例(22・2%),体 部癌9例 中2例22.2%

で あつ た。1期 を除いて同程度に検出 さ れ た。蛯 名 は

60例 中6例(10%)に 嫌 気性菌を証明 してい るe

3,リ ンパ節 の部 位別による菌の検出率

リンパ節 内の菌 の検 出は,病 巣部に感染を来 した菌の

上 行感染 と考え られ ている。 部位 別に好気 嫌 気性菌の

検 出率を検 してみた。

好 気性 菌では,閉 鎖節,外 腸骨節,外 鼠 径上節,内 鼠

径上節,仙 骨 節,内 腸骨節,総 腸骨節 の順 た検 出率が低

くなつ てお り,嫌 気性 菌では,閉 鎖節,外 鼠径上節,外

腸骨節,内 鼠径 上節,内 腸骨節,仙 骨節,総 腸骨節の順

に検出率が低 くなつ ている。仙骨節,総 腸骨節 の よ うに

左 右側に よつて検出率が一定 していない。

4.リ ンパ節の大 きさ別に よる検 出率

好 気性菌 の検 出では,米 粒大では検出率が低 いが,小

豆 大以上 では,ほ ぼ同程度に検出 された。 いつぼ う嫌気

性 菌の検出率は大 き さ別には一定せず,ま た,超 空豆大

の リンパ節 か らは右側 は検 出率0で あ るが,左 側では と

くに高い検出率を示 した。

5・ リンパ節 の性状が乳状 となつ たいわゆる壊 死状の

もの と・そ の ような変 化を来 してい ない リンパ節 に分け,

そ の どち らか ら菌 の 検 出率 が 高 い か を 検 べ た。 好 気 性菌

で は 右 側 で は 前 者40.1%検 出 され た のに 対 し後 者15.6

%oで あつ た。 同 様 に 左 側 で は28.6%に 対 し17・4%と,

や は り壌 死 状 の組 織 か らの 検 出率 が 高 か つ た 。 嫌 気 性 菌

で も同 様 に,死 状 組 織 の もの に 多 く菌 を 証 明 した 。

6.リ ンパ 節 か ら検 出 した 菌

好 気性 菌:998コ の リ ンパ節 か ら検 出 した 好 気 性 菌は

133株 で,そ の 分 類 は,Escherichia37株(27.8%),

Klebsiella6株(4.5%),Cloaca4株(3.1%),Alcali・b

genes6株(4.5%),グ ラム陰 性 桿 菌13株(9.8%),Sta・

Phylococcusコ ア グ ラ ーゼ 陽 性11株(8.3%),Sta♪hPtlo-

COCCPtSコ ァ グ ラー ゼ 陰 性50株(37.7%)で あ り,Stre-

ptecoccus6株(4.5%)い ず れ も非 溶 血 性 で あ り,pio一

蜘 εは検 出 され なか つ た。 蛯 名 に よれ ば,リ ンパ 節 内 の

好 気 性 菌 は ブ ドウ球 菌 が 最 も多 く検 出 され 次 い で レ ンサ

球 菌 で大 腸 菌 は検 出 され なか つ た と述 べ て い るが,本 実

験 では 大 腸 菌 の検 出 され た も のが 最 も多 い 。

次 に 嫌 気 性 菌 で あ る が 同 様 に998コ の リン パ節 か ら検

出 した 株 は49株 で,そ の菌 種 別 に は,Streptococcus25

株(51・0%o),StaPhylococcus5株(10・2%),グ ラ ム陰

性 球 菌4株(8.2%),グ ラム 陽 性 桿 菌6株(12.4%),

グ ラ ム陰 性 桿 菌9株(18.2%)で あ つ た 。 蛯 名 に よれ ば

66例 の子 宮 癌 の 患 者 か ら5例 検 出 され4例 がStvepto-

ceccus,1例 がStaPhylocecc"sで あ つ た と述 べ て い る。

7・ 子 宮 聾 結 合 織 か ら検 出 した菌

リンパ 節 と同 様 に 好 気 性 及 び 嫌 気 性 両 培 養 を 行 ない ,

リンパ節 とほ ぼ 同 様 の結 果 を 得 た 。 好 気 性 菌 で は,蛯 名

は46,9%に 検 出 し てい る が 著 者 も同 程 度,す な わ ち

48.9%に 検 出 して い る。

菌 種 別 で は,Eseherichia20株(22,7%),Klebsiella

3株(3・4%),CJoaca2株(2・3%) ,Alcaligenes3株

(3・4%),グ ラ ム 陰 性 桿 菌10株(11。4%),StaPhPtloco・

ccusコ ア グ ラ ー ゼ陽 性 の もの7株(7.9%)
,コ ア グ ラ ー

ゼ陰 性 の もの36株(38・6%),StreP彦ococcus5株(5 .7%),

DiPloceccus4株(4.6%)で あ つ た
。

子 宮 勇 結 合 織 の嫌 気 性 菌 で あ るが,133カ 所 か ら15

株 を検 出 し た 。 す な わ ちStreptococcus7株(46.7%),

StaPhylococcus2株(13・3%) ,グ ラ ム 陰 性 の 球 菌2株

(13・3%o),グ ラ ム陰 性 の桿 菌4株(26.7%)で あ つ た。

蛯 名 は60例 中6例(10%)に 検 出 し著 者 と ほ とん ど同

程 度 の 検 出率 で あ つ た 。

&抗 生 物 質 に対 す る感 受 性 試 験

リンパ 節 及 び 子 宮 労 結 合 織 か ら得 たす べ て の 好 気 性 菌

及 び嫌 気 性 菌 に つ い て 抗 生 物 質 の感 受 性 試験 を 行 なつ

た。

好 気 性 菌 で は,リ ンパ節 か ら得 た 菌 と子 宮 労 結 合 織 か
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検 ら出した菌 との感 受性に,ほ とん ど差は な く耐性菌 が

比較的 少な く,第13回 日本化学療法学 会会長講 演で真

柄教授 が発表 した大腸菌及び大腸菌群に対 する感受性 に

比較してみ ると,妊 産婦膣 内か ら得 られ た菌の感受性 に

ほぼ一定 し,KM,CL,CP,CER,GNTに 高 い感 受性を示

した。 コアグ ラーゼ陽性 のブ ドウ球菌 に対 す る感受性 も

妊産婦膣 内か らの分 離株 と同 様 にKM,CP,CER,GNT

に高い感受性を示 した。

嫌気性菌に対す る感受性 では,KM,CL,SXを 除 いて

は,ほ とん ど感受性 であ り,TC,PC-G,SMの 順 に 比較

的抗生剤に耐性 を有 しては いるが,薬 剤耐性化はあ ま り

聞題に な らない と考 え られ る。

9.リ ンパ節及び子宮労結 合織 か ら検 出 したEscheri-

chia37株 及び20株 につい て,そ れ ぞれ血清学的分類

を行 なつ た。O-Mは,リ ンパ節 か ら6株,子 宮労結合

織か ら4株 あつ た。

乳児下痢症 の原因菌 といわれてい るO-55が リンパ節

と子宮労結合織か ら2株 つ つ検出 し,ま たO-86が リン

パ節か ら2株 検 出した。 と くに病原性が強い と言われ て

い るO-124は リンパ節 及び 子宮労 結合織か らそれ ぞれ

2株 つ つ検 出 された。

V.結 語

子宮癌手術に於いて摘出 した リンパ節及 び子宮労 結合

織か ら好気性,嫌 気性細菌 の培養 を行 ない検 出 した菌の

癌の進行期別,部 位別,大 きさ別,壊 死状組 織別にそれ

ぞれ好気,嫌 気性菌 の検 出率 を検べ,そ れ ら細菌の菌種

別,病 原性,さ らに抗生物質 に対 する感受性を検 した◎

1.子 宮癌71例 で,リ ンパ節 左右・側をそれぞれ1例

つつ とす る。141例(1例 は検査 不能)か ら得た リンパ

節計998コ 及び子宮勇結合織67例 の患者か ら左右側別

別で133カ 所につ いて,好 気性 及び嫌気性細菌 の培養 を

行ない好気性菌で は リンパ節141例 中76例(53.9%),

子宮勇結合織か らは133例 中65例(48.9%o)に 検 出し

た。嫌気性菌 では,リ ンパ節 か ら141例 中29例(20。1

%)の 検出率であ る。子宮労 結合織では133働 中15例

(11.3%)で あ る。

2.癌 の進行期別 及び種類別に よる好気性菌 の検 出率

は,リ ンパ節か ら第1期(44.3%),第 皿期(66.7%),第

皿期(75.O%),体 部癌(66.0),卵 巣癌,膣 癌 は1例 つ つ

それぞれ陽性 で あ つ た。次に ンリバ節か ら嫌 気性菌 の

検 出 率 は,第1期(14・2%),第 皿期(25・,O%),第 皿期

(31.2%)で 期 の進むに従がつ て検 出率が 高 くな つてい

る。子宮勇 結合織か ら好気性菌 は,第1期(28・8%),第

皿期(68%),第 皿期(56・O%),体 部癌(77・8%o)で 第 皿

期 以上に陽性率が高 くなつてい るが,体 部癌では と くに

高い検出率 を示 している。 卵巣癌 膣癌ではいずれ も1

例つつ陽性であ る。子宮i芳結合織の嫌気性菌の検 出率は

第1期(3,1%),第 五期(27.2%),第 皿期(22.2%),体

部癌(22.2%)で 第1期 を除いては同程度の検 出率であ

つた0

3.リ ンパ節 の所属 部位別 による菌の検出率は,好 気

性菌の場合,左 右側に よつて 多少違いはあ るが,平 均 し

て検出率の高い ものか ら閉鎖節,外 腸骨節,外 鼠径上節,

内鼠径上節,仙 骨節,内 腸骨節,総 腸骨節,腹 大動脈節

及び基靱帯節 の順に なつている。嫌気性菌の場合,左 右

側平均 して検 出率 の高 いものか ら閉鎖節,外 鼠径上節,

外腸骨節,内 鼠径上節,内 腸骨節,仙 骨節,総 腸骨節,

腹大動脈節及び基靱帯節 の順 に検 出率が低 くな つ て い

る。

4。 大 き さ別 に よる検出率 は,好 気性菌では,米 粒大

では低 いが,小 豆 大以上か らでは大 きさが増すに従が つ

て検 出率 も高 くなつている。嫌気性菌では,大 きさに よ

る検 出率は一 定 していない。

5.壊 死状組 織 とそ うでない組織 の リンパ 節 と に 分

け,そ の検出率を検べた ところ,好 気性菌,嫌 気性菌 と

もに壊死状の ものに高い検出率を示 した。

6。 リンパ節か ら検出 した好気性 菌は133株 で,そ の

分類では,Escherichiaが 最 も多 く検出 された。 また嫌

気性菌では49株 で,Streptococcusが 最 も多 く検出 され

次いで,グ ラム陰性桿菌,StaPhylOCOCCPtS,グ ラム陽性

桿菌,グ ラム陰性球菌がほぼ同程度に検 出された。

7.子 宮労結合織か ら菌 の検出は,ほ ぼ リンパ節 と同

程度 の結果 を得 た◎す なわ ちEscherichiah:多 く検出 さ

れ た。 また嫌 気性 菌では,Streptococcusが 最 も多 くグ

ラム陰性桿菌,グ ラム陰性 の球 菌 とStaPhyJococcusが

同程度 に検 出 され た。

8。 リンパ節 及び子宮勇 結合織か ら検 出した好気性菌

の うちEscherichiaに ついて血清学的 分類を なし病原性

大腸菌 といわれてい るO-Mは57株 の うち10株 検出

され た。

9.リ ンパ節 及び子宮考結合織 か ら得た好気性菌及び

嫌 気性菌の抗生物質に対す る感受性試験 では,好 気性菌

では比較的感受性 を 有 し,と く にKM,CL,CP,CER,

GNTに 強 い感 受性であ り,嫌 気性菌には,KM,CL,SX

を除 きほ とん どの抗生物質に感受性を示 した。

稿を終 るに臨み,終 始御懇篤 なる御指導 と御校閲 を賜

わ りま した恩師 真柄正直教授 に衷心 よ り感 謝 と敬 意を

捧 げます。

また終始御 懇篤な御指導御鞭縫 をいただきま した教室

の高瀬善 次郎講師 に感謝致 します とともに教室員各位の

御協力に謝意を表 しますう
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BACTERIOLOGICAL STUDIES ON PELVIC LYMPH NODES AND 

TISSUES IN SURGERY OF CANCER OF THE UTERINE CERVIX

HIDEO WATANABE, M. D.

Department of Obstetrics and Gynecology, Nippon Medical School, Tokyo, Japan

                                      Summary 

 Aerobic and anaerobic bacteria were isolated from pelvic lymph nodes and parametric tissues extir-

pated in the surgery of uterine cancer and the susceptibilities to antibiotics were also  investigated. 
 In 71 cases of of uterine cancer, consisting of 4 cases of cancer of the corpus, one case of vaginal 

cancer, one case of ovarian cancer and 65 cases of cervical cancer, aerobes were found in  53.9% of 
the pelvic lymph nodes and  48.9% in the parametric tissues and anaerobes were seen in  20.1% in the 
lymph nodes and  11.3% in the parametric tissues. The bacteria positive cases were increasingly 
observed with the advancing of stages, but in the parametric tissues the percentages of bacteria 
positive cases were almost of the same except in stage I. 

 The aerobes positive nodes were seen in the following order  ; the obturator nodes, external iliac 
nodes, external suprainguinal nodes, internal suprainguinal nodes,  sacral nodes, internal iliac nodes, 
common iliac nodes, paraaortic nodes and cardinal ligament nodes. which was also applicable for anae- 
robes. 
 Aerobes were less frequently observed in nodes smaller than a grain of rice and almost in same 

percentage in nodes larger than azuki beans. There was no specific relation between the percentage 
of anaerobes positive nodes and the sizes. The bacteria positive nodes were more often observed in 
nodes with necrosis and apparently less in nodes without necrosis. 

 Isolated specimens were represented by Escherichia coli for aerobes and by streptococci for anaerobes. 
 The aerobes isolated were relatively well susceptible to antibiotics and the isolated anaerobes' suscepti-

bilities were well maintained to other antibiotics except  .kanamycin, colistin and streptomycin.




